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令和２年度 第１回 理事会 議事概要 

 

 

   1. 開催期日； 令和２年５月２９日（金）～ 

2. 開催方法； テレビ会議及びメールによる持回り開催を併用  

3. 主 会 場； 日本消防会館 第三会議室 （５階）  

        港区虎ノ門 2-9-16   

   4. 議  事； 

（１）加盟校（予定含む。）の学長・副学長・短期大学部長について（案） 

資料に基づき報告があった。   

   

（２）会員校の退会・入会について（案） 

    ① 会員の退会について 

  下記の通り退会の報告があった。 

   長野県短期大学（4年制大学への移行 R2.4.1） 

   新見公立短期大学（4年制大学へ移行 R2.4.1） 

  

 ② 会員の入会について 

   下記の通り入会について承認された。 

     静岡県立農林環境専門職大学短期大学部（新設；R2.4月学生受入れ） 

 

（３）役員の選出について（案） 

下記の通り選任された。  

① 理事の選出について  

 会則第７条第２項の規定に基づき次の通り推薦することとした。任期は、令和４

年の春季通常総会までの２年間。 

鈴木 厚人 （岩手県立大学宮古・盛岡短期大学部学長） （再任） 

阿部 宏慈 （山形県立米沢女子短期大学学長）      （新任） 

栁沢 幸治 （大月市立大月短期大学学長）             （再任） 

杉山 寛行 （岐阜市立女子短期大学学長）              （再任） 

村井 美代子（三重短期大学学長）                     （再任） 

岸本   強 （島根県立大学短期大学部副学長）         （新任） 
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② 会長、副会長の選出について  

会則第７条第１項の規定に基づき次の通りの候補者を互選した。任期は、平令和

４年の春季通常総会までの２年間。 

会 長 杉山  寛行 理事 

副会長 栁沢  幸治 理事 

副会長 村井  美代子 理事 

 

③ 理事代理の選任について（報告） 

会則第７条の２の規定に基づき、理事会において次の通り会長に推薦すること

とした。任期は、平令和４年の春季通常総会までの２年間。 

石光  真（会津大学短期大学部長）          （再任） 

安達 励人（倉敷市立短期大学学長）          （再任） 

塩地   洋（鹿児島県立短期大学学長）                （新任） 

 

④  監事の選出について 

令和元年１０月３１日付けで学長を退任された中山欽吾監事（大分県立芸術文

化短期大学学長）の後任者は、会則第７条第３項の規定に基づき総会において選任。 

 

⑤  顧問の選出について    

会則第１０条第２項に規定する顧問について、令和２年３月末日をもって学長

を退任された前会長の鈴木道子氏（山形県立米沢女子短期大学学長）を推薦するこ

ととした。 

 

（４）功労者表彰について 

次の方々を候補者とすることとした。 

〇令和元年度 学長表彰 

前・山形県立米沢女子短期大学 学長 鈴木 道子 氏 

〇令和元年度 事務局長表彰 

前・山形県立米沢女子短期大学 事務局長 嶋貫 修 氏 

前・新見公立短期大学 事務局長 奥舎 達典 氏 
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（５）外部機関の委員会等における活動について 

次の方々について報告された。 

（R2.4現在）         

名称 職

名 

氏名・所属 

【内閣府】 

東京オリンピック・パラリン

ピック競技大会組織委員会 

顧問会議顧問 

 

 

顧

問 

 

鈴木道子 

（山形県立米沢女子短期大学長） 

【内閣府】 

男女共同参画推進連携会議 

 

議

員 

村井美代子 

（三重短期大学学長） 

【文部科学省】 

就職問題懇談会 

 

委

員 

坂元 昇 

(川崎市立看護短期大学学長)            

【〃】 

大学設置・学校法人審議会（大

学設置分科会） 

 

委

員 

 

村井美代子 

（三重短期大学学長） 

【〃】 

大学入試英語 4技能評価ワーキ

ンググループ委員 

 

委

員 

石橋敬太郎 

（岩手県立大学盛岡短期大学部教

授） 

【〃】 

大学ポートレート運営会議 

 

委

員 

杉山寛行 

（岐阜市立女子短期大学長） 

【〃】 

学生調査の実施に関する有識者

会議委員 

 

 

委

員 

 

岸本 強 

（島根県立大学短期大学部副学長） 

【大学改革支援・学位授与機

構】 

運営委員会 

 

委

員 

 

杉山寛行 

（岐阜市立女子短期大学長） 

【日本高等教育評価機構】 

短期大学評価判定委員会 

 

委

員 

 

村井美代子 

（三重短期大学学長） 

【著作物の教育利用に関する

関係者フォーラム】 

  

高柳良太 
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フォーラム委員 委

員 

（川崎市立看護短期大学准教授）   

 

 

 

（６）令和元年度事業報告及び決算報告について（案）  

資料に基づき「事業報告」（資料略）及び「決算報告」が行われ承認された。 

 

（７）令和２年度事業計画について 

         令和２年度の事業計画が承認された。 

 

なお、７０周年記念式典・祝賀会について、＜祝賀会＞に関しては、今後の新型コ

ロナ感染症の状況を見極めつつ、「70周年記念事業実施委員会」において検討するこ

ととされた。 

 

＜令和２年度事業計画について（案）＞ 

                   ２年第１回理事会 令和 2年 5月 28日 

                    元年第 4回理事会 令和 2年 3月 23日（一

部修正） 

 

短期大学に求められている「専門職業人材の養成」「地域コミュニティの基盤

となる人材養成」「知識基盤社会に対応した教養的素養を有する人材養成」「多様

な生涯学習機会の提供」といった役割の充実・発展を期するために、行政機関等

からの情報を収集して各大学に知らせること、大学間の情報交換を行うこと、各

公立短期大学の要望をまとめ各界に伝えること、などを目的として、次の事業を

展開する。 

 

１. 記念式典 

 公立短期大学教育７０周年記念式典・祝賀会 令和２年１０月３０日（金） 

２．諸会議  

（１）通常総会 

①第７０回（春季）通常総会     令和２年５月２９日（金）（１日間） 

②第７０回（秋季）通常総会     令和２年１０月２９日（木）（１

日間） 

    ※全体会、必要に応じて分科会等の設置。 

（２）役員会  ①理事会（４回）  ②監事会（１回） 

  ③正副会長会議（４回） 
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（３）事務局長会 （必要に応じ開催） 

３．高等教育研究関連活動の支援 

（１）課題別検討委員会の開催（総会等に合わせ必要に応じて） 

４．関係団体との連携及び関係省庁等に対する意見表明・外部委員推薦等 

５．公立短期大学の実態調査の実施 

    調査時期（６月～８月）、同報告書作成 

（１１月）電子データ等による取りまとめ。 

６．研修会の開催  

（１）「第５１回公立短期大学事務職員中央研修会」 

令和２年１２月１日（火）～４日（金）のうち２日間 

（２）「第３９回公立短期大学幹部研修会」令和３年１月に実施（１日間） 

７．情報収集及び情報提供 

（１）ホームページの作成管理・情報提供の充実 

（２）共通パンフレットの作成 

（３）必要に応じて資料諸情報の調査収集提供  

（４）関係省庁・関係団体との情報交換（総会・研修会等と併せて実施等） 

文部科学省、総務省、国土交通省、厚生労働省、大学入試センター、大

学改革支援・学位授与機構、放送大学、日本私立短期大学協会、公立大学

協会、大学基準協会、短期大学基準協会等 

 

 

 

資 料 

公立短期大学教育７０周年記念式典・祝賀会式次第（案） 

2020.1.10 70周年記念事業実施委員会 

 

 

日時 令和２年１０月３０日（金）午前１０時１５分～１４時００分 

会場 霞山会館 霞山の間・牡丹の間 （千代田区霞が関） 

主催 全国公立短期大学協会 

後援 文部科学省・総務省 

 

＜受付＞１０：１５～ 

＜式典＞ 霞山会館 霞山の間（進行は実施委員） 

１０：４５～１１：３０（案） 
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１．国歌斉唱 

２．開式の言葉   全国公立短期大学協会 副会長 

３．式   辞   全国公立短期大学協会 会 長 

４．祝   辞 

          文部科学大臣          

          総務大臣            

          日本私立短期大学協会会長    

 

５．文部科学大臣表彰状授与（文部科学省の表彰基準による者） 

６．表彰状受賞者代表謝辞 

７．閉式の言葉   全国公立短期大学協会 副会長  

 

 

＜祝賀会＞  

  今後さらに検討することとされた。 

（会場）霞山会館 牡丹の間（進行は実施委員） 

１１：４０～１３：３０（案） 

  １．会長挨拶 

  ２．顧問挨拶（東福寺顧問） 

３．来賓挨拶・お祝いの言葉 文部科学省ほか （数人） 

４．教育功労者表彰受賞者スピーチ （数人） 

５．閉会の言葉   全国公立短期大学協会 実行委員 

 

＜参考＞ 

   記念式典に要する経費（第 69回（秋季）通常総会承認：令元年 10月 31

日） 

 

     記念式典(令和 2 年度)に要する経費（「記念誌」予算は除く。）は、令

和２年度に、会費とは別に会員校に分担を依頼する。 

なお、祝賀会は、会員の参加費での運営を原則とする。 

会員校の分担金（会費に加算）３万円       

 

＜記念誌発行＞ 

   記念誌は、令和３年度に編集・発行する。 

 編集方針及び作成に必要な分担金は、今後検討を進め、令和２年度春

季   通常総会において諮る。 
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        記念誌は電子データにより作成し、公短協ホームページで提供するこ

と等を検討するとともに、冊子は簡便なものとし、経費の節減に努める。  

以下略 

 

 

 

 

 

 

 

公立短期大学教育７０周年記念事業実施委員会(仮称) 

 委 員 名 簿   

元年第 69回（秋季）通常総会：令和元年 10月 31日 

 

委員長 杉 山  寛 行 岐阜市立女子短期大学長 

委員 栁 沢  幸 治 大月短期大学長 

委員 村 井 美 代 子 三重短期大学長 

 

（８）令和２年度予算概算について 

     「令和２年度予算編成方針（案）」、「令和２年度会費（概算）（案）」及び「令和２

年度予算概算（案）」について説明があり、承認された。 

 

① 令和２年度 予算編成方針（一部修正案案） 

                 ２年第１回理事会 令和 2 年 5 月 28 日（一部

修正） 

                  元年第 4回理事会 令和 2年 3月 23日 

 元年第 69回（秋季）通常総会令和元年 10月 31日    

 

令和２年度予算の編成に当たっては、以下の方針により行う。 

 

（１） 令和２年度予算の編成に際しては、「公短協の在り方に関する検討委員会」（平

成２３年９月９日）における職員費を中心とした見直し・補正の結果、及び平成２８

年度第６６回(春季)通常総会の決定を踏まえ、予備費を除く歳出予算総額（ただし、

会費等負担金分を除く。）は概ね８３２万円を標準額（目安）（平成２１年度予算額を
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標準としたゼロベース。平成３１年度厚生年金及び健康保険に係る事業者負担額（３

２万円）を含む。）として編成する。 

  なお、新規会員があった場合、令和２年度予算にこれを加算するものとする。 

  

（２） 上記の公短協運営に必要な歳入総額を確保するため、会費に関する規程（最

終改正：平成２２年５月２７日）に基づき、令和２年度会費を算定する。令和元年７

月１１日現在、令和２年度会費（見込額）は別紙の通りである。 

 

（３） 公短協７０周年記念事業に要する経費は、会員校に別途加算するものとする。 

  （令和２年１０月３０日（金）式典等実施予定） 

 

（４） 公短協共通広報パンフレット「公立短期大学進学ガイド」（令和２年度６月発

行予定）作成費は、該当校に別途加算するものとする。 

 

（５）令和２年度予算の編成に当たっては、各会員校の一部負担により実施してきてい

る事業に係る経費（会費等負担金）については、引き続き、歳入･歳出に計上して経理

の透明･明確化を図るものとする。 

 

なお、予算の執行に当っては、引続き、事業・事務の整理･合理化による節減に努

めるものとする。 

以上。 

②  令和２年度 会費（概算）（案）  

令和２年度の会費について承認された。 

 

 

（９）今後の日程等について 

今後の日程（案）について報告があり、了承された。   

 

 

＜配布資料＞（略） 


